
①医学・医療の基盤である基礎医学研究は、医学部学生への教育や、基礎から臨床
への橋渡し研究においても重要な役割を果たしている。一方で、基礎医学研究におい
ては、特に将来を担うべき若手医師の割合が減少している。

＜イメージ＞

基礎研究医養成活性化プログラム

【取組・期待される成果】
①基礎医学における分野＊のうち各大学の強みを踏まえた基礎研究医養成のための連携体制を構築。
＊法医学、解剖学、生理学、生化学、病理学、免疫学、細菌・ウィルス学、薬理学、公衆衛生学、その他

②海外機関も含めた人材の交流による教育プログラムの活性化や、キャリアパス（国際機関、研究機関への就職、テニュアポストの確保）の構築。

本事業では、複数の大学がそれぞれの強みを生かし連携するなど、教育を活性化し、病理学や法医学分野等における
優れた基礎研究医を養成する。

基礎研究において、成果の臨床応用をイメージできる医師の立場から研究に関わる人材がより多く関わることにより、基礎研究が強化され、
真に実効性のある応用研究が推進できるほか、画期的なシーズが常に産み出される環境を構築。

「医療分野研究開発推進計画」
（平成26年7月22日健康・医療戦略推進本部決定）（抜粋）

・医療の研究開発を持続的に進めるためには、基礎研究を強化し、画期的
なシーズが常に産み出されることが必要である。

「死因究明等推進計画」（平成26年6月13日閣議決定）（抜粋）

２ 法医学に係る教育及び研究の拠点の整備
・死因究明等に係る分野を志す者を増加させることや、魅力あるキャリアパ
スの形成を促すことを含めて、 引き続き、取組の継続・拡大に努めていく。

課題

対応策

②近年、中国や韓国等の新興国においても基礎研究への取組が強化され、日
米欧を急速に追い上げてきているなど、我が国の国際競争力は相対的に低下
傾向にある。

・基礎系に進学する医師（基
礎系MD）は極めて少なく、
基礎医学は崩壊の危機。
（MD:医師免許を持つ者）

平成２９年度予算額：１億円（新規）

A大学

キャリアパス（国際機関、研究機関への就職、テニュアポストの確保）の構築

・基礎医学論文数は、中国が大幅に
増加、韓国、インド、ブラジルが１０年
間で倍以上の伸びを示しているなか、
日本は低調。

基礎医学論文数の推移
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・中毒学における強み
・交流による人材の補完

・歯科法医学における強み
・共同利用による設備等の補完

・臨床医学分野（虐待・ＤＶ対策等）との連携を見据
えた、各大学の強みを生かした教育プログラムの構
築

・薬理学・病理学等のサブスペシャリストの補完によ
る教育の活性化

・キャリアパスの構築（連携による人材交流・キャ
リアパスの開拓等）

プログラムディレクターを中心に取組を推進

（法医学の例）

A大学

（人）

390 397 404 304 355 385 
269 453 676 680 589 498 

1,777 

2,449 3,015 
2,681 2,912 3,020 

230 

250 

263 
298 

351 401 14.6%

11.2%
9.3%

7.7% 8.4% 8.9%

0.0%
2.0%
4.0%
6.0%
8.0%
10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%
20.0%

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000

H5 H10 H15 H20 H25 H28
臨床系 臨床系（MD）
基礎系 基礎系（MD）
大学院進学者における基礎系（MD）の割合

医学系大学院における基礎系MDの割合

（出典） 文部科学省調べ

（出典）
トムソン ロイター Web of Scienceに基づく
InCites 2016年6月抽出データにより、
鈴鹿医療科学大学長 豊田長康氏作成


